
「
変
形
労
働
時
間
制
」

と
は
？

１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
と
は
、
季
節
に
よ
り
繁
閑
の

あ
る
職
場
で
、
繁
閑
に
応
じ
て

労
働
時
間
を
変
動
さ
せ
、
１
日

８
時
間
、
週
40
時
間
を
超
え
る

所
定
労
働
時
間
を
容
認
す
る
制

度
で
す
。

例
え
ば
、
１
年
の
う
ち
「
閑

散
期
（
業
務
量
が
少
な
い
時
期
）」

は
労
働
時
間
を
短
く
す
る
一
方
、

「
繁
忙
期
（
業
務
量
が
多
い
時

期
）
」
に
は
、
そ
の
分
だ
け
労

働
時
間
を
長
く
す
る
と
い
う
仕

組
み
で
す
。
繁
忙
期
で
あ
っ
て

も
、
労
働
時
間
は
１
日
10
時
間
、

１
週
52
時
間
ま
で
に
制
限
す
る

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
従
え
ば
、
繁
忙
期
は

10
時
間

勤
務
（
定
時
が
17
時
の
場
合
は

19
時
終
業
）
、
閑
散
期
は
６
時

間
勤
務
（
15
時
終
業
）
と
い
う

計
算
に
な
り
ま
す
。

夏
休
み
は

「
閑
散
期
」
か

こ
れ
を
教
員
に
適
用
し
よ
う

と
す
る
背
景
に
は
、
学
校
に
は

夏
休

み
が
あ

る
こ
と

か
ら

、

「
夏
休
み
の
時
期
の
業
務
は
少

な
い
」
と
決
め
つ
け
て
、
そ
れ

以
外
の
時
期
に
長
時
間
労
働
に

な
っ
て
も
平
均
す
れ
ば
長
時
間

労
働
に
な
ら
な
い
と
い
う
発
想

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
場
か
ら
は
「
教

員
に
閑
散
期
な
ど
な
い
。
夏
休

み
で
も
研
修
や
部
活
指
導
、
家

庭
訪
問
、
次
の
学
期
の
準
備
な

ど
忙
し
い
」
「
毎
日
20
時
、
21

時
ま
で
働
き
、
持
ち
帰
り
仕
事

も
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ま
ず
な

く
す
べ
き
だ
」
と
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

実
際
、
文
科
省
の
06
年
の
教

員
勤
務
実
態
調
査
で
は
、
夏
休

み
中
も
小
中
学
校
教
員
は
１
日

平
均

21
分
の
残
業
を
し
て
い
ま

し
た
。
最
新
の
16
年
の
調
査
で

は
夏
休
み
期
間
の
調
査
は
し
て

い
な
い
も
の
の
、
公
立
校
に
お

け
る
平
日
１
日
あ
た
り
の
学
内

労
働
時
間
（
平
均
）
は
小
学
校

教
員
が

11
時
間

15
分
、
中
学

校
教
員
が

11

時
間

32

分
と
、

06

年
と
比
べ
１
日
平
均

30

〜

40
分
増
加
し
て
い
ま
す
。
変
形

労
働
時
間
制
の
繁
忙
期
で
さ
え

１
日
あ
た
り
最
大
10
時
間
な
の

に
、
現
場
で
は
す
で
に
11
時
間

を
超
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
「
週
60
時
間
以
上
勤
務
」

し
た
教
員
は
、
中
学
校
で
約
６

割
、
小
学
校
で
約
３
割
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
変
形
労
働
時
間
制

は
、
業
務
の
繁
閑
を
見
込
ん
で

労
働
時
間
を
配
分
す
る
こ
と
か

ら
、
「
恒
常
的
な
時
間
外
労
働

は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
制

度
」
（
１
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
の
運
用
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
異
常
な
長
時
間
労
働

が
恒
常
化
す
る
教
員
に
、
変
形

労
働
時
間
制
を
導
入
す
る
条
件

な
ど
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
変
形
制
」
が

も
た
ら
す
危
険

ヤ
マ
ト
運
輸
に
よ
る
変
形
労

働
時
間
制
を
悪
用
し
た
残
業
代

未
払
い
問
題
の
労
働
審
判
を
担

当
し
た
穂
積
匡
史
弁
護
士
は
、

 

「
そ
も
そ
も
変
形
制
は
総
労
働

時
間
を
減
ら
す
制
度
で
は
な
く
、

残
業
代
を
抑
制
す
る
制
度
で
す

か
ら
、
長
時
間
労
働
を
解
消
す

る
て
こ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
教

員
の
長
時
間
労
働
の
原
因
は
多

す
ぎ
る
業
務
量
に
あ
り
ま
す
。

労
働
時
間
を
管
理
す
る
制
度
を

変
更
し
た
ら
解
決
す
る
と
い
う

の
は
筋
違
い
で
す
」
と
指
摘
し

ま
す
。

全
教
の
米
田
雅
幸
副
委
員
長

は
、
１
日
10
時
間
ま
で
働
く
こ

と
を
認
め
る
変
形
労
働
時
間
制

が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
10
時
間
勤

務
が
当
た
り
前
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

「
教
員
の
働
き
方
は
自
発
的
・

創
造
的
な
も
の
な
の
で
労
働
時

間
の
整
理
が
難
し
い
。
10
時
間

を
超
え
た
部
分
は
勤
務
と
認
め

ら
れ
な
く
な
り
、
長
時
間
労
働

の
実
態
が
隠
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。
長
時
間
労
働
の

是
正
に
は
、
教
職
員
定
数
の
抜

本
的
な
改
善
に
よ
る
業
務
量
の

削
減
、
少
人
数
学
級
の
推
進
、

時
間
外
勤
務
に
手
当
を
支
払
う

給
特
法
の
改
正
こ
そ
必
要
で
す
」
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あ な た も 泉 北 教 職 員 組 合 へ

月々600円で、退職時全額返金の

総合共済へ
うれしい給付がいっぱい
結婚 １万円 出産 ５千円
結婚記念日 ２万円 など

教
員
の
「
働
き
方
改
革
」
を
審
議
し
て
い
る
文
部
科
学
省
中
央

教
育
審
議
会
の
部
会
で
、
公
立
学
校
教
員
へ
の
「
１
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
」
の
適
用
が
議
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
関
係

者
か
ら
は
、
教
員
の
長
時
間
労
働
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
適

用
さ
れ
れ
ば
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
る
と
批
判
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。


